

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































清　　廉 元和3，9．6生 寛永3．5．1任 （承応3．12．21） 天和3．7．21卒
9才 （38才） 66才
清　　長 正保3．3．3生 承応3，12．21任 （貞享元．12．29） 貞享元．10．21卒
8才 （39才） ｛5｝39才
清　　定 延宝5．4．19生 貞享元．12．29任 （享保10．12．25） 享保19．8．25卒
8才 （49才） 58才
等　　清 享保3．1．13生 享保10．12．25任 （宝暦4．5．1） 天明8．8．8卒
8才 （37才） 71才
等　　庭 延享4．7．20生 宝暦4．5．1任 寛政元．12．19辞 文政4．6．15卒
8才 43才 75才
清　　章 安永2．2．16生 寛政元．12．19任 文化8。12．21辞 文政11．10．21卒
17才 39才 56才
清　　平 文化元．9．24生 文化8．12．21任 弘化3．1．25辞 弘化3．1．29卒
8才 41才 43才
實　　庭 天保5．　　生 弘化3，1，25任
矧雌納（械劫働稼㈹
　
御
厨
子
所
預
高
橋
氏
に
つ
い
て
は
、
紀
長
谷
雄
の
子
孫
が
家
系
を
継
い
だ
た
め
、
紀
姓
の
高
橋
と
い
わ
れ
、
御
厨
子
所
預
職
を
世
襲
し
、
脈
々
と
家
職
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
近
世
に
お
い
て
は
、
寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）
一
一
月
に
生
ま
れ
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
年
＝
一
月
に
九
歳
で
御
厨
子
所
預
と
な
っ
た
宗
恒
、
そ
の
孫
で
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
八
月
に
生
ま
れ
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
＝
一
月
に
一
八
歳
で
御
厨
子
所
預
と
な
っ
た
宗
直
の
二
人
は
故
実
家
と
し
て
、
料
理
の
文
献
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
両
人
の
活
動
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
、
両
人
の
輩
出
す
る
時
代
背
景
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
、
歴
史
的
意
義
を
32
o
近世の内膳司について
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
　
話
し
を
内
膳
司
に
も
ど
し
、
内
膳
司
奉
膳
の
補
任
者
を
み
る
と
、
第
一
表
の
よ
う
に
な
る
。
　
　
　
　
（
％
）
　
『
地
下
家
伝
』
に
よ
る
と
、
浜
島
家
当
主
の
初
出
は
清
実
で
あ
り
、
以
後
、
清
茂
・
清
信
・
清
貞
と
三
代
続
き
、
四
代
目
の
清
貞
に
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）
四
月
二
九
日
に
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
て
い
る
と
の
記
載
が
あ
る
。
そ
の
の
ち
、
清
定
・
清
秀
・
清
康
・
清
兼
・
清
景
・
清
房
・
清
秀
と
七
代
続
く
。
清
康
の
名
が
「
永
和
大
嘗
会
記
」
に
み
ら
れ
る
な
ど
、
儀
式
な
ど
の
記
録
に
内
膳
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
奉
膳
と
し
て
名
が
み
ら
れ
る
程
度
で
、
浜
島
家
文
書
か
ら
具
体
的
活
動
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
明
ら
か
で
は
な
い
。
　
『
地
下
家
伝
』
の
記
載
形
式
に
注
目
す
る
と
、
清
廉
に
至
っ
て
は
じ
め
て
生
年
な
ど
の
記
載
が
あ
ら
わ
れ
、
年
齢
の
記
載
も
出
て
く
る
。
ま
た
、
浜
島
家
文
書
か
ら
確
認
さ
れ
、
最
も
遡
る
こ
と
の
で
き
る
当
主
は
、
「
寛
永
元
年
一
一
月
二
八
日
に
中
宮
殿
に
お
い
て
奉
じ
た
御
（
2
6
）
膳
図
」
に
記
さ
れ
た
「
内
膳
司
従
五
位
上
清
秀
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
、
内
膳
司
奉
膳
と
し
て
浜
島
家
の
活
動
を
確
認
で
き
る
の
は
、
元
和
・
寛
永
期
（
一
七
世
紀
前
半
）
か
ら
と
考
え
て
お
き
た
い
。
　
つ
ぎ
に
、
清
廉
以
降
の
内
膳
司
奉
膳
へ
の
任
じ
ら
れ
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
補
任
時
の
年
齢
は
八
～
九
歳
が
多
く
、
四
〇
歳
前
後
で
辞
し
、
世
襲
さ
れ
て
い
る
。
個
別
的
に
み
れ
ば
傾
向
の
ず
れ
も
み
ら
れ
る
。
清
定
が
四
九
歳
ま
で
勤
め
た
の
は
、
そ
の
子
等
清
が
晩
年
の
子
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
清
章
が
一
七
歳
で
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
前
代
の
等
庭
が
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
有
職
故
実
に
明
る
い
、
す
ぐ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
の
で
四
三
歳
ま
で
務
め
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
う
か
ん
　
八
～
九
歳
の
子
供
で
内
膳
司
奉
膳
の
職
務
を
全
う
で
き
た
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
次
節
の
「
調
諌
」
と
い
う
行
為
や
、
職
を
辞
し
て
か
ら
も
父
が
存
命
で
あ
っ
た
場
合
も
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
職
務
に
は
支
障
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
幼
年
、
若
年
の
者
が
勤
め
る
職
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
職
務
1
1
儀
式
の
膳
供
進
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
幼
少
の
子
供
で
も
勤
仕
で
き
た
こ
と
は
儀
式
の
本
質
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
ろ
う
。
33
　
七
人
の
当
主
の
う
ち
、
朝
廷
官
人
と
し
て
の
足
跡
を
最
も
大
き
く
残
し
て
い
て
、
注
目
す
べ
き
人
物
は
等
庭
で
あ
る
。
等
庭
は
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
七
月
二
〇
日
に
生
ま
れ
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
五
月
一
日
に
奉
膳
と
な
り
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
一
二
月
一
九
日
ま
で
奉
膳
を
勤
め
た
。
八
歳
で
奉
膳
職
に
就
き
、
四
三
歳
ま
で
の
三
六
年
間
に
わ
た
り
、
桃
園
天
皇
、
後
桜
町
天
皇
、
後
桃
園
天
皇
、
光
格
天
皇
の
四
代
の
天
皇
に
出
仕
し
て
い
る
。
　
奉
膳
を
辞
し
て
か
ら
も
、
民
部
権
少
輔
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
仰
詞
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
（
史
料
八
）
　
　
文
化
三
年
十
二
月
十
九
日
　
推
任
民
部
権
少
輔
（
志
摩
守
如
旧
）
　
　
　
　
仰
詞
　
家
業
励
精
司
務
無
解
怠
相
勤
、
加
之
　
本
朝
之
礼
儀
典
故
等
累
年
収
練
、
彼
是
有
勤
労
之
間
、
任
民
部
権
少
輔
守
、
如
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
旧
之
事
、
　
こ
れ
は
、
『
地
下
家
伝
』
の
記
載
で
あ
る
が
、
長
年
に
わ
た
り
家
業
1
1
内
膳
司
奉
膳
職
を
解
怠
な
く
務
め
、
そ
れ
に
加
え
て
、
本
朝
の
礼
儀
典
故
な
ど
を
よ
く
収
め
、
か
つ
実
行
し
、
様
々
な
勤
労
が
あ
っ
た
の
で
、
民
部
権
少
輔
に
任
じ
「
志
摩
守
」
は
旧
来
通
り
と
す
る
と
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
う
内
容
で
あ
る
。
浜
島
家
文
書
に
あ
る
『
尚
食
類
林
』
『
齪
林
類
纂
』
と
い
っ
た
儀
式
の
食
膳
な
ど
に
関
す
る
類
聚
編
纂
物
を
編
み
、
奉
膳
の
公
務
日
記
を
記
し
は
じ
め
た
の
が
等
庭
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
「
仰
詞
」
の
評
価
は
あ
た
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
等
庭
の
活
動
に
よ
り
、
浜
島
家
は
様
々
な
儀
式
の
先
例
、
故
実
な
ど
を
集
積
す
る
こ
と
が
で
き
、
内
膳
司
奉
膳
と
し
て
の
職
務
を
果
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
朝
廷
内
で
の
位
置
を
得
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
で
は
、
等
庭
の
よ
う
な
人
物
が
輩
出
さ
れ
た
背
景
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
一
つ
は
、
等
庭
の
個
人
的
資
質
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
は
、
朝
廷
内
の
他
家
か
ら
様
々
な
古
写
本
類
を
借
り
、
写
本
を
作
り
、
内
容
を
理
解
し
、
平
安
末
以
来
朝
廷
官
人
貴
族
層
の
も
つ
「
類
聚
」
と
い
う
思
考
様
式
に
の
っ
と
り
、
分
類
項
目
を
立
て
、
一
書
に
34
ま
と
め
て
い
く
と
い
う
能
力
が
、
等
庭
に
は
充
分
に
備
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
い
ま
一
つ
予
想
さ
れ
る
の
は
、
当
時
の
朝
廷
内
部
の
あ
り
方
を
背
景
と
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
等
庭
自
身
が
ど
れ
ほ
ど
自
覚
的
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
活
動
の
背
景
に
、
一
八
世
紀
後
半
の
朝
廷
の
状
況
と
、
よ
り
具
体
的
に
は
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
お
き
て
き
た
朝
廷
儀
式
の
復
興
・
再
興
や
儀
礼
の
整
備
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
が
あ
り
、
そ
の
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
め
に
等
庭
の
よ
う
な
職
の
も
の
が
、
実
務
に
明
る
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
本
節
で
は
、
①
内
膳
司
の
職
務
に
つ
い
て
、
②
内
膳
司
奉
膳
を
勤
め
た
氏
（
高
橋
氏
と
安
曇
氏
）
に
つ
い
て
、
③
内
膳
司
と
御
厨
子
所
の
関
係
に
つ
い
て
、
④
内
膳
司
奉
膳
就
任
者
に
つ
い
て
、
⑤
浜
島
等
庭
の
活
動
と
背
景
の
五
点
に
わ
た
り
、
浜
島
家
文
書
を
検
討
す
る
う
ち
に
得
ら
れ
た
知
見
を
述
べ
た
。
一
二
　
孝
明
天
皇
即
位
大
嘗
会
に
お
け
る
内
膳
司
の
活
動
近世の内膳司について
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
『
孝
明
天
皇
紀
』
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
二
月
六
日
条
の
綱
文
に
は
「
主
上
崩
す
　
御
年
四
十
七
」
と
あ
る
。
日
記
な
ど
に
よ
れ
ば
、
内
膳
司
に
は
、
翌
七
日
に
椅
盧
渡
御
の
用
意
が
仰
せ
出
さ
れ
て
い
る
。
＝
二
日
に
仁
孝
天
皇
第
四
子
の
孝
明
天
皇
が
践
詐
し
、
翌
年
九
月
二
三
巳
に
即
位
し
た
。
さ
ら
に
、
即
位
大
嘗
会
は
、
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
1
三
月
二
八
日
に
嘉
永
元
年
に
改
元
ー
一
月
一
七
日
に
そ
の
秋
行
な
う
旨
が
仰
せ
出
さ
れ
て
い
る
。
四
月
二
四
日
に
は
大
嘗
会
国
郡
を
選
び
、
悠
紀
斎
田
を
近
江
国
甲
賀
郡
に
、
主
基
斎
田
を
丹
波
国
桑
田
郡
に
定
め
る
な
ど
、
多
く
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
　
大
嘗
会
準
備
の
具
体
的
動
き
が
内
膳
司
に
み
ら
れ
る
の
は
、
八
月
か
ら
で
あ
る
。
日
程
を
追
っ
て
み
た
の
が
、
第
二
表
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
う
か
ん
　
本
節
で
は
、
大
嘗
会
準
備
の
過
程
の
う
ち
か
ら
、
①
神
解
準
備
の
様
相
、
②
「
調
諫
」
に
つ
い
て
、
③
本
柏
の
秘
儀
の
伝
授
の
三
つ
の
35
第
二
表
弘
化
五
（
嘉
永
元
）
年
孝
明
天
皇
大
嘗
会
日
程
表
一
月
一
七
日
六
月
二
三
日
七
月
　
六
日
八
月
＝
日
八
月
一
一
日
八
月
＝
二
日
八
月
二
八
日
八
月
二
九
日
九
月
　
一
日
九
月
　
二
日
九
月
　
五
日
九
月
　
七
日
九
月
　
八
日
九
月
　
九
日
九
月
一
一
日
九
月
＝
一
日
九
月
一
八
日
一
〇
月
　
一
日
一
〇
月
　
二
日
一
〇
月
　
三
日
一
〇
月
　
六
日
一
〇
月
　
九
日
一
〇
月
一
〇
日
一
〇
月
一
三
日
昨
日
大
嘗
会
挙
行
の
仰
出
安
曇
氏
代
参
勤
願
に
つ
き
問
合
せ
安
曇
氏
代
参
勤
願
に
つ
き
問
合
せ
中
山
忠
能
よ
り
大
嘗
会
と
新
嘗
祭
神
齪
色
目
井
器
寸
法
等
の
相
違
に
つ
き
問
合
せ
中
山
へ
新
嘗
、
大
嘗
相
違
な
い
旨
返
答
中
山
へ
、
文
政
大
嘗
会
神
齪
図
二
巻
、
同
清
暑
堂
御
膳
図
一
巻
、
貞
享
忌
火
井
解
斎
御
粥
図
一
巻
持
参
卯
日
参
勤
の
旨
仰
付
ら
れ
る
卯
日
参
動
仰
付
の
御
礼
廻
り
高
橋
宗
愛
の
御
礼
名
代
中
山
よ
り
過
日
の
図
の
写
し
提
出
を
命
ぜ
ら
れ
る
中
山
へ
図
面
提
出
（
注
文
あ
り
）
’
図
面
再
仕
立
図
面
再
提
出
、
本
柏
井
神
酒
土
器
に
つ
い
て
下
命
図
面
に
奥
書
加
筆
高
橋
宗
愛
よ
り
文
政
度
の
弁
備
所
井
休
息
所
等
の
書
付
を
く
れ
る
よ
う
瀬
う
中
山
殿
へ
本
柏
井
神
酒
御
盃
の
こ
と
言
上
内
膳
進
物
所
膳
部
伴
季
行
に
大
嘗
会
道
具
井
節
会
御
膳
器
等
調
え
る
よ
う
願
う
大
嘗
会
奉
行
日
野
頭
弁
へ
米
・
粟
の
こ
と
願
出
る
日
野
よ
り
米
」
粟
の
こ
と
は
来
月
朔
日
に
申
出
る
よ
う
仰
渡
日
野
に
面
会
し
、
出
仕
（
＝
月
一
日
、
忌
火
、
卯
日
、
巳
臼
）
時
刻
仰
渡
両
国
擶
抜
穂
使
上
資
行
棄
へ
納
め
・
広
橋
殿
雑
掌
よ
り
九
日
に
勅
問
の
沙
汰
申
来
る
広
橋
殿
面
会
「
従
五
位
下
兼
任
志
摩
守
」
を
請
け
る
御
礼
言
上
（
九
条
、
東
坊
城
、
橋
本
、
飛
鳥
井
、
柳
原
、
櫛
笥
、
三
条
、
坊
城
）
、
高
橋
へ
挨
拶
御
礼
言
上
（
禁
中
、
摂
家
、
議
奏
、
職
事
）
大
隅
両
家
、
親
類
へ
御
礼
言
上
神
齪
敷
設
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
る
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近世の内膳司について
一
〇
月
＝
二
日
一
〇
月
一
四
日
一
〇
月
一
六
日
一
〇
月
一
七
日
一
〇
月
一
八
日
一
〇
月
一
九
日
一
〇
月
二
〇
日
OO
月月
日日
一
〇
月
二
三
日
一
〇
月
二
四
日
一
〇
月
二
五
日
一
〇
月
二
六
日
一
〇
月
二
七
日
一
〇
月
二
八
日
一
〇
月
二
九
日
明
日
、
両
国
米
請
取
る
べ
き
旨
申
来
る
「
両
国
米
請
取
（
目
録
の
み
）
．
桶
類
新
調
．
官
位
口
宣
案
申
出
勅
問
に
つ
い
て
内
々
知
ら
せ
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
挨
拶
　
櫛
笥
家
へ
文
永
の
画
巻
持
参
．
伝
奏
衆
よ
り
高
橋
へ
休
息
所
に
つ
い
て
「
図
面
を
以
て
や
否
や
」
問
合
せ
に
つ
き
、
高
橋
が
図
面
借
用
休
息
所
一
間
で
は
雨
の
と
き
難
渋
す
る
の
で
、
今
一
間
願
う
、
次
第
井
休
息
弁
備
所
等
の
図
を
貸
す
季
行
に
米
請
取
と
賀
茂
行
を
命
ず
両
国
米
井
抜
穂
等
請
取
の
諸
書
目
録
を
持
遣
す
（
季
静
ら
を
行
事
官
へ
遣
ず
）
午
後
、
季
静
を
召
連
れ
上
賀
茂
参
詣
、
神
供
水
の
こ
と
に
つ
い
て
造
酒
司
へ
行
く
大
外
記
よ
り
使
、
貞
享
以
来
大
嘗
会
節
会
出
御
晴
御
膳
有
無
に
つ
い
て
問
合
せ
忌
火
（
＝
月
一
日
）
よ
り
の
参
仕
膳
部
井
史
生
参
勤
の
下
知
廻
文
を
出
す
一
造
酒
司
よ
り
干
柏
葉
一
〇
〇
〇
枚
持
参
大
外
記
へ
返
答
．
高
橋
宗
愛
よ
り
、
大
嘗
会
の
再
興
以
来
の
出
御
・
入
御
、
御
膳
の
有
無
を
吟
味
の
旨
、
伝
奏
衆
よ
り
仰
渡
さ
れ
た
こ
と
伝
達
さ
れ
る
、
に
差
出
す
べ
き
旨
伝
言
日
野
頭
弁
前
日
の
返
答
を
落
手
日
野
頭
弁
よ
り
清
暑
堂
御
膳
図
差
出
す
よ
う
伝
言
井
参
勤
仰
下
さ
れ
る
日
野
頭
弁
、
清
暑
堂
次
第
は
落
手
、
図
面
は
返
却
日
野
頭
弁
よ
り
清
暑
堂
御
膳
供
進
路
井
陪
膳
人
取
調
を
仰
下
さ
れ
る
日
野
頭
弁
へ
天
明
七
年
清
暑
堂
神
楽
、
文
政
元
年
清
暑
堂
神
宴
供
進
を
提
出
白
木
辛
櫃
出
来
、
木
具
類
納
品
、
鹿
盟
筥
を
大
膳
職
よ
り
請
取
一
〇
月
二
九
日
～
一
二
月
一
日
ま
で
の
神
事
に
つ
い
て
の
伝
奏
触
を
高
橋
よ
り
伝
え
ら
れ
る
膳
部
季
行
、
季
静
下
持
官
務
よ
り
清
暑
堂
御
膳
打
敷
の
こ
と
尋
ね
ら
れ
る
季
行
、
季
静
、
忌
火
御
膳
井
略
義
大
床
子
朝
餉
調
備
官
務
へ
打
敷
再
興
以
来
な
い
こ
と
返
答
内
膳
司
申
合
明
日
ま
で
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一
〇
月
三
〇
日
一
一
月
　
一
日
一
一
月
　
二
日
一
月
　
四
日
一
月
　
五
日
一
一
月
　
六
日
一
一
月
　
七
日
一
一
月
　
八
日
＝
月
一
〇
日
．
一
一
月
一
一
日
一
一
月
＝
二
日
．
一
一
月
一
四
日
忌
火
御
飯
井
略
義
御
飯
、
季
行
調
味
今
朝
よ
り
神
斎
高
橋
よ
り
大
嘗
会
後
の
伝
奏
、
奉
行
衆
へ
の
生
肴
送
進
の
事
問
合
せ
、
神
斎
の
問
合
せ
中
山
殿
よ
り
諸
事
伺
（
神
餓
御
飯
献
上
、
卯
日
前
日
道
具
運
送
、
清
暑
堂
夜
張
の
紙
燭
、
清
暑
堂
御
膳
辛
櫃
の
立
所
、
忌
火
御
膳
調
進
米
、
粟
請
取
（
中
山
、
日
野
へ
届
、
加
茂
社
神
供
水
汲
取
に
つ
い
て
も
届
）
官
務
方
へ
行
、
神
齪
行
立
点
検
（
天
明
、
文
政
と
の
相
違
）
中
山
殿
へ
当
日
の
列
立
颯
諫
談
合
願
差
出
出
納
と
清
暑
堂
御
膳
辛
櫃
立
所
示
合
大
膳
職
と
の
調
諌
語
合
に
つ
い
て
高
橋
と
相
談
清
暑
堂
神
宴
御
膳
晴
雨
共
辛
櫃
置
所
の
図
中
山
殿
よ
り
禁
中
へ
中
山
殿
、
日
野
殿
か
ら
諸
事
仰
付
け
ら
れ
る
（
内
見
準
備
、
敷
設
道
具
、
本
柏
之
事
、
御
菓
子
色
目
、
調
諫
語
合
）
早
朝
、
中
山
殿
へ
御
内
見
御
道
具
井
神
齪
御
菓
子
色
目
差
出
未
刻
頃
中
山
殿
面
会
（
調
諌
語
合
、
御
菓
子
数
書
入
、
清
暑
堂
御
膳
辛
櫃
立
所
）
鷹
司
よ
り
大
嘗
会
神
齪
御
粥
の
杯
数
に
つ
い
て
問
合
せ
日
野
頭
弁
よ
咳
御
菓
子
数
に
つ
い
て
問
合
せ
日
野
頭
弁
よ
り
生
物
、
干
物
、
菓
子
、
飽
、
和
布
な
ど
の
数
に
つ
い
て
仰
下
さ
れ
る
調
諌
語
合
政
官
使
部
よ
り
小
忌
に
つ
い
て
触
局
務
使
の
問
合
せ
（
卯
日
以
下
交
名
差
出
べ
き
旨
、
文
政
度
と
小
忌
相
違
あ
る
か
）
、
季
行
を
遣
し
返
答
中
山
殿
へ
清
暑
堂
神
宴
御
膳
辛
櫃
立
所
に
つ
い
て
伺
う
が
参
内
中
の
た
め
不
分
明
本
柏
吉
田
家
よ
り
伝
授
（
一
四
日
午
後
）
本
柏
吉
田
家
都
合
に
よ
り
一
五
日
午
刻
後
に
阿
茶
よ
り
久
要
招
か
れ
神
解
色
目
を
か
な
書
に
す
る
こ
と
仰
下
（
内
々
習
礼
あ
り
）
伝
奏
奉
行
よ
り
吉
田
家
神
饅
調
備
後
に
届
け
る
か
尋
ね
ら
れ
る
大
膳
職
よ
り
神
瞬
雑
具
請
取
季
行
来
、
雑
事
を
行
な
う
神
螺
色
目
か
な
書
持
参
（
あ
ち
ゃ
部
屋
へ
）
調
諌
）
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近世の内膳司について
一
一
月
一
四
日
一
一
月
一
五
日
一
一
月
一
六
日
一
月
一
七
日
一
月
一
八
日
一
一
月
一
九
日
吉
田
家
神
餓
点
検
、
内
々
承
（
天
明
、
文
政
を
参
照
）
官
務
よ
り
伝
奏
奉
行
か
ら
の
伝
達
（
一
六
日
道
具
点
検
、
古
物
有
無
な
ど
の
尋
）
内
見
以
下
称
号
官
名
書
記
し
、
差
出
す
高
橋
へ
古
器
貸
す
伝
奏
奉
行
よ
り
殿
下
へ
献
上
の
御
飯
の
米
は
た
く
か
否
や
尋
、
た
い
て
献
上
の
旨
返
答
清
暑
堂
御
神
楽
御
膳
辛
櫃
立
所
の
こ
と
伺
甘
露
寺
家
へ
大
嘗
会
図
面
貸
す
押
小
路
大
外
記
よ
り
交
名
加
筆
の
尋
本
柏
之
事
伝
授
季
行
調
備
季
行
、
柏
葉
調
備
久
要
、
臣
下
御
道
具
点
検
清
暑
堂
神
宴
御
膳
打
敷
、
筥
、
渡
さ
れ
る
修
理
職
か
ら
柏
屋
貫
賓
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
問
合
せ
出
納
面
会
、
御
水
具
を
今
日
渡
す
か
の
尋
、
明
日
と
返
答
明
日
内
見
、
御
厨
子
所
へ
通
達
内
見
内
見
高
遣
戸
に
て
極
繭
招
か
る
今
日
、
休
所
、
日
華
門
南
外
廻
廊
、
第
二
ニ
ニ
の
二
間
分
に
幕
仕
切
休
息
伝
奏
が
御
用
多
忙
に
つ
き
、
庭
上
の
こ
と
は
両
局
へ
申
し
付
け
る
旨
仰
下
さ
れ
る
清
暑
堂
御
膳
辛
櫃
立
所
の
決
定
午
刻
過
か
ら
内
見
明
日
の
稲
春
習
礼
の
旨
達
し
あ
り
稲
春
習
礼
神
饒
手
水
習
礼
内
侍
習
礼
に
つ
き
出
払
の
と
こ
ろ
神
饒
行
立
画
図
作
成
中
山
殿
よ
り
神
齪
余
り
の
御
飯
殿
下
へ
献
上
す
る
か
否
や
問
合
せ
39
一
一
月
一
九
日
一
一
月
二
〇
日
当
日
出
御
以
前
神
齪
弁
備
済
賀
茂
水
汲
季
行
、
季
静
、
往
吉
等
神
齪
調
味
了
辰
刻
、
悠
紀
、
主
基
、
柏
屋
道
具
運
送
季
行
、
往
吉
、
季
静
等
神
饒
調
和
造
酒
司
よ
り
六
種
草
木
来
る
明
日
神
齪
点
検
之
方
よ
り
差
図
あ
る
か
伺
い
日
野
頭
弁
雑
掌
・
中
山
大
納
言
雑
掌
よ
り
触
40
事
象
を
と
り
上
げ
、
日
記
を
中
心
と
し
て
史
料
を
掲
げ
て
、
検
討
を
加
え
て
ゆ
き
た
い
。
　
ま
ず
、
第
一
と
し
て
、
内
膳
司
、
御
厨
子
所
が
大
嘗
会
伝
奏
中
山
大
納
言
忠
能
ら
と
絵
図
面
を
用
い
て
、
神
罎
に
つ
い
て
の
検
討
を
重
ね
て
い
る
具
体
的
様
相
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
　
（
史
料
九
）
　
　
（
御
厨
子
所
預
高
橋
宗
愛
）
　
　
高
橋
薩
摩
守
宗
愛
入
来
、
只
今
御
用
召
二
付
非
蔵
人
口
江
参
り
候
処
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
山
忠
能
）
　
　
　
大
嘗
会
伝
奏
中
山
大
納
言
御
面
会
被
仰
之
、
此
度
大
嘗
会
二
付
新
嘗
祭
神
齪
色
目
井
器
寸
法
等
相
違
在
之
候
哉
、
何
れ
ニ
テ
モ
宜
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
　
委
曲
書
記
在
之
候
拍
之
図
面
、
私
分
為
心
得
見
置
度
候
間
、
四
五
日
之
内
相
調
可
差
出
候
様
伝
達
之
事
、
　
こ
れ
は
、
御
厨
子
所
預
高
橋
宗
愛
に
、
大
嘗
会
伝
奏
中
山
忠
能
か
ら
「
神
齪
色
目
井
器
の
寸
法
」
な
ど
に
大
嘗
会
の
と
き
と
新
嘗
祭
の
と
き
で
は
相
違
が
あ
る
の
か
ど
う
か
が
問
い
合
わ
さ
れ
、
四
、
五
日
う
ち
に
図
面
の
提
出
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
内
膳
司
浜
島
へ
伝
達
さ
れ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
　
翌
日
に
は
、
　
（
史
料
一
〇
）
近世の内膳司について
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
昨
日
被
仰
下
候
条
相
調
候
処
、
新
嘗
井
大
嘗
之
相
違
無
之
趣
相
見
へ
申
候
事
、
（
下
略
）
の
よ
う
に
、
新
嘗
祭
と
大
嘗
会
と
の
相
違
は
な
い
よ
う
で
あ
る
と
の
旨
が
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
日
に
な
る
と
、
　
（
史
料
一
一
）
　
　
嫉
帷
鵡
盤
撃
讃
一
昨
被
仰
下
候
二
付
文
政
之
度
大
嘗
会
齪
之
図
弐
養
同
清
暑
堂
御
膳
図
壱
養
貞
享
忌
火
井
解
斎
御
　
　
粥
図
壱
巻
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
右
合
四
巻
持
参
候
処
、
先
預
り
被
置
旨
取
次
之
者
申
出
、
取
次
芝
正
親
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
と
あ
り
、
一
三
日
に
は
、
中
山
忠
能
の
も
と
に
、
文
政
元
年
大
嘗
会
神
罎
之
図
二
巻
、
同
清
暑
堂
御
膳
図
一
巻
、
貞
享
四
年
大
嘗
会
忌
火
轟
斎
禦
図
褻
の
計
四
巻
を
持
参
し
・
取
次
の
芝
正
親
を
通
じ
て
預
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
つ
づ
く
九
月
二
日
に
は
、
　
（
史
料
一
二
）
　
　
御
用
之
義
二
付
非
蔵
人
口
可
参
旨
大
嘗
会
伝
奏
奉
行
被
命
旨
小
佐
治
石
見
守
手
紙
来
、
即
刻
非
蔵
人
口
備
前
守
相
頼
同
道
参
上
之
処
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
　
非
蔵
人
ヲ
以
中
山
殿
被
仰
下
、
過
日
差
出
候
神
撰
井
御
膳
等
之
図
写
可
差
出
旨
被
仰
下
、
御
請
申
退
出
、
と
あ
り
、
呼
び
出
し
に
従
っ
て
参
上
す
る
と
大
嘗
会
伝
奏
中
山
忠
能
か
ら
、
過
日
提
出
し
た
図
面
の
写
し
を
差
出
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
　
五
日
に
は
、
　
（
史
料
一
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
膳
職
小
野
久
要
）
（
4
0
）
　
　
中
山
殿
図
面
仕
立
相
伺
之
処
、
神
罎
之
分
少
々
彩
色
井
忌
火
解
斎
・
清
暑
堂
等
之
御
膳
図
等
美
濃
紙
二
而
可
仕
立
旨
久
要
承
了
、
と
あ
る
か
ら
、
図
面
を
仕
立
て
、
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
神
罎
図
に
は
彩
色
を
施
し
、
忌
火
井
解
斎
御
粥
図
と
清
暑
堂
御
膳
図
は
美
濃
紙
に
仕
41
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
立
て
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
大
膳
職
の
小
野
久
要
が
承
わ
り
、
内
膳
司
へ
伝
え
て
い
る
。
　
そ
の
の
ち
、
九
月
八
日
に
は
、
　
（
史
料
一
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
　
　
図
面
仕
来
二
付
、
中
山
殿
工
詣
、
御
好
之
処
等
相
伺
候
処
、
至
極
宜
敷
旨
被
仰
下
、
（
下
略
）
の
通
り
、
中
山
に
手
直
し
す
る
箇
所
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
至
極
宜
敷
」
と
仰
せ
下
さ
れ
た
。
翌
日
、
奥
書
を
加
筆
し
、
図
面
は
中
山
の
も
　
　
　
　
　
（
4
3
）
と
に
落
手
さ
れ
た
。
　
こ
の
一
連
の
経
過
を
み
る
と
、
①
浜
島
家
は
、
内
膳
司
奉
膳
職
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
大
嘗
会
伝
奏
中
山
忠
能
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
自
家
所
蔵
の
絵
図
面
を
も
っ
て
、
具
体
的
な
儀
式
の
食
膳
・
神
解
を
示
し
て
い
る
。
②
問
い
合
わ
せ
は
、
新
嘗
祭
と
大
嘗
会
と
を
比
べ
た
の
が
発
端
で
あ
っ
た
が
、
返
答
は
い
ず
れ
も
大
嘗
会
の
と
き
の
例
で
あ
っ
た
。
③
先
例
と
し
て
、
貞
享
四
年
、
文
政
元
年
の
大
嘗
会
が
返
答
の
際
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
④
絵
図
は
巻
物
仕
立
で
あ
っ
た
。
⑤
中
山
か
ら
の
注
文
に
応
じ
て
写
し
を
作
成
し
て
い
る
。
⑥
連
絡
は
、
浜
島
家
と
直
接
の
場
合
も
あ
る
し
、
御
厨
子
所
預
高
橋
宗
愛
、
大
膳
職
小
野
久
要
を
介
し
て
の
場
合
も
あ
っ
た
。
な
ど
の
こ
と
が
わ
か
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
う
か
ん
　
次
に
、
第
二
の
事
象
と
し
て
「
調
諌
」
と
い
う
行
為
を
み
て
み
た
い
。
語
義
は
、
「
た
と
え
話
を
し
て
、
遠
ま
わ
し
に
い
さ
め
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
他
の
事
に
こ
と
よ
せ
て
、
そ
れ
と
な
く
い
さ
め
る
こ
と
。
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
儀
式
に
臨
ん
で
無
役
で
同
伴
し
、
お
そ
ら
く
は
具
体
的
な
進
行
に
と
も
な
い
、
そ
の
役
職
の
も
の
が
ど
の
よ
う
に
ふ
る
ま
え
ば
よ
い
か
経
験
や
知
識
か
ら
、
差
図
を
出
す
行
為
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
行
な
う
者
の
こ
と
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
　
（
史
料
一
五
）
　
　
（
前
略
）
　
　
卯
日
当
日
神
罎
行
列
万
事
調
諌
、
文
政
之
度
父
子
三
人
在
之
等
－
朝
臣
二
於
別
段
参
勤
被
仰
下
、
此
度
ハ
若
年
且
造
酒
司
代
勤
安
田
42
近世の内膳司について
　
　
宿
禰
代
不
案
内
二
付
、
久
要
調
諌
勇
々
無
役
二
候
得
共
、
其
辺
俳
徊
之
義
被
苦
候
哉
事
相
伺
、
　
　
　
伝
言
先
年
無
役
之
者
慢
仕
切
之
内
工
入
、
彼
是
厳
敷
御
沙
汰
在
之
二
付
、
今
度
堂
上
方
御
用
二
而
入
込
候
名
前
今
朝
殿
下
差
出
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
事
、
尤
無
拠
次
第
候
間
可
相
願
方
可
然
哉
被
仰
下
了
、
依
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
　
　
　
依
文
政
十
一
年
新
嘗
調
諫
語
合
之
願
モ
在
之
候
間
、
可
相
願
上
間
、
宜
御
取
計
希
之
処
、
御
承
知
候
事
、
　
こ
れ
は
、
浜
島
が
、
大
嘗
会
伝
奏
中
山
忠
能
に
、
卯
日
当
日
の
神
罎
行
立
に
颯
諌
を
つ
け
て
く
れ
る
よ
う
願
い
出
た
も
の
で
、
文
政
大
嘗
会
に
は
浜
島
等
庭
が
そ
の
任
を
仰
せ
下
さ
れ
た
こ
と
を
例
に
、
今
回
は
大
膳
職
小
野
久
要
に
依
頼
し
た
い
と
の
伺
い
を
た
て
て
い
る
。
中
山
か
ら
は
、
伝
言
と
い
う
形
式
で
、
無
役
の
者
が
慢
仕
切
の
内
へ
入
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
御
沙
汰
が
あ
り
、
堂
上
方
御
用
で
入
る
も
の
も
名
前
を
差
出
さ
せ
る
と
の
返
答
が
戻
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
さ
ら
に
浜
島
か
ら
は
、
文
政
＝
年
新
嘗
祭
の
調
諌
の
例
を
引
き
、
許
可
を
重
ね
て
願
っ
て
い
る
。
　
一
一
月
二
日
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
　
（
史
料
一
六
）
　
　
中
山
殿
詣
、
当
日
列
立
調
諌
談
合
願
差
出
之
処
、
先
御
願
之
由
、
　
　
　
　
　
　
奉
願
口
上
覚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
膳
司
奉
膳
高
橋
清
平
）
　
　
　
　
（
高
橋
等
庭
）
　
　
　
　
文
政
度
大
嘗
会
高
橋
朝
臣
参
勤
之
外
別
段
等
庭
参
勤
被
仰
付
、
且
外
二
扶
持
人
等
参
仕
罷
在
候
処
、
此
度
二
於
テ
ハ
無
人
二
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
野
久
明
）
　
　
　
　
甚
以
恐
入
候
得
共
、
文
政
十
一
年
新
嘗
祭
之
節
神
餓
行
立
為
颯
諫
大
膳
職
亮
久
明
相
談
合
之
義
奉
願
候
処
、
如
願
被
　
仰
付
候
　
　
　
　
義
モ
御
座
候
間
、
何
卒
右
之
例
ヲ
以
テ
今
度
大
嘗
会
神
罎
行
立
調
諫
之
義
大
膳
職
権
亮
久
要
相
語
合
申
度
奉
願
上
候
、
此
段
宜
　
　
　
　
御
沙
汰
奉
願
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
橋
実
庭
）
　
　
　
　
　
　
十
一
月
　
　
内
膳
奉
膳
実
庭
43
　
　
　
上
包
美
紙
　
表
書
　
内
膳
司
と
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
　
　
右
先
日
内
々
被
仰
下
二
依
而
如
此
相
願
候
事
、
　
こ
の
記
事
よ
り
中
山
の
も
と
へ
参
り
「
奉
願
口
上
覚
」
と
い
う
表
題
の
調
諌
の
願
書
を
提
出
し
て
い
る
と
わ
か
る
。
内
容
は
、
①
文
政
大
嘗
会
に
高
橋
清
平
が
内
膳
司
奉
膳
と
し
て
参
勤
し
た
ほ
か
に
、
高
橋
等
庭
に
参
勤
が
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
②
文
政
一
一
年
新
嘗
祭
に
は
、
神
罎
行
立
の
調
諫
と
し
て
、
大
膳
職
亮
小
野
久
明
と
相
談
を
願
い
、
許
可
さ
れ
た
。
以
上
の
二
例
を
先
例
と
し
、
今
回
の
大
嘗
会
神
罎
行
立
に
あ
た
り
、
大
膳
職
権
亮
小
野
久
要
に
調
諌
を
依
頼
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
く
れ
る
よ
う
に
願
い
申
し
上
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
　
一
一
月
四
日
に
は
次
の
記
事
が
あ
る
。
　
（
史
料
一
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
異
）
　
　
高
橋
亭
江
昨
日
御
用
召
之
義
相
尋
行
向
之
処
、
過
日
差
出
候
大
膳
職
語
合
之
義
、
新
嘗
之
例
者
在
之
候
得
共
、
少
し
事
様
二
候
間
、
　
　
外
二
至
方
ハ
有
間
敷
哉
、
御
内
談
二
候
間
、
如
何
候
哉
と
相
尋
也
、
尤
強
而
不
相
願
如
何
様
二
而
モ
伝
奏
御
差
図
次
第
也
、
又
史
生
　
　
二
而
も
可
相
願
哉
、
此
蓮
も
御
用
便
ニ
ハ
難
相
成
候
様
申
答
了
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
嘗
会
奉
行
日
野
か
）
　
　
後
刻
、
宗
愛
入
来
、
前
条
之
趣
奉
行
申
上
候
処
、
史
生
ニ
テ
モ
可
相
願
由
被
仰
下
、
侃
而
蓮
も
史
生
相
願
候
義
ハ
無
先
規
、
又
申
立
　
　
様
も
無
之
、
且
ハ
史
生
二
而
扶
持
調
諌
も
難
相
成
候
間
、
先
願
書
申
下
度
旨
申
述
了
之
処
、
明
日
其
旨
奉
行
申
上
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
　
　
高
橋
亭
昨
日
届
書
文
面
見
度
由
二
付
相
送
了
、
　
こ
の
記
事
は
大
き
く
前
後
二
段
に
わ
か
れ
、
e
①
御
厨
子
所
預
と
講
諌
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
る
こ
と
、
②
大
嘗
会
伝
奏
中
山
の
方
で
は
、
前
述
の
文
政
一
一
年
の
例
が
新
嘗
祭
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
回
と
は
少
々
異
な
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
、
③
中
山
は
御
厨
子
所
預
高
橋
を
通
し
て
、
ほ
か
の
手
段
は
な
い
も
の
か
、
と
内
々
に
尋
ね
て
き
た
こ
と
、
④
浜
島
の
方
は
、
ほ
か
の
手
段
を
講
ず
る
こ
と
で
強
て
願
わ
ず
伝
奏
の
差
図
に
従
う
考
え
で
あ
る
こ
と
、
⑤
内
膳
司
史
生
が
颯
諌
を
す
る
こ
と
を
許
可
願
お
う
か
と
も
考
え
る
が
、
こ
れ
44
近世の内膳司について
で
は
用
に
立
た
な
い
こ
と
、
が
前
半
で
わ
か
る
。
後
半
で
は
、
口
①
H
の
趣
旨
を
御
厨
子
所
預
高
橋
宗
愛
が
大
嘗
会
奉
行
に
申
し
上
げ
、
そ
れ
を
う
け
て
、
浜
島
の
も
と
へ
や
っ
て
き
て
い
る
。
②
大
嘗
会
奉
行
は
、
史
生
に
よ
る
調
諌
を
願
っ
て
よ
い
と
仰
下
し
て
い
る
こ
と
、
③
高
橋
は
史
生
の
調
諌
に
ば
㍉
⑦
先
規
が
な
く
、
④
申
立
様
も
な
い
、
◎
史
生
に
は
重
責
す
ぎ
る
と
の
理
由
か
ら
反
対
で
あ
る
こ
と
。
④
課
諫
の
願
書
そ
の
も
の
の
申
下
げ
を
浜
島
が
高
橋
に
申
し
述
べ
、
明
日
、
奉
行
へ
申
上
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
、
の
四
点
が
わ
か
る
。
．
翌
五
日
に
は
、
大
嘗
会
伝
奏
中
山
と
大
嘗
会
奉
行
日
野
に
面
会
し
、
課
諌
は
、
「
御
場
所
柄
故
、
強
而
不
相
願
候
間
、
願
書
申
下
度
」
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
＞
申
し
出
た
が
、
．
中
山
、
日
野
か
ら
は
、
な
お
も
「
勘
考
」
す
べ
き
旨
下
さ
れ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
翌
六
日
に
は
、
大
嘗
会
伝
奏
中
山
忠
能
に
面
会
し
、
次
の
よ
う
に
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。
　
（
史
料
一
八
）
　
　
一
語
合
之
義
御
場
所
柄
二
付
一
人
二
而
も
無
役
者
入
間
敷
候
得
共
、
無
拠
二
付
表
立
不
申
密
二
扶
持
可
然
旨
被
仰
下
、
尤
小
忌
着
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
　
之
事
二
候
得
共
此
義
ハ
追
而
御
沙
汰
之
事
、
　
こ
の
記
事
の
大
意
は
「
課
諫
は
場
所
柄
ゆ
え
に
、
一
人
で
あ
っ
て
も
無
役
の
者
が
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
拠
な
い
の
で
、
表
立
た
ず
、
密
に
扶
持
し
て
も
よ
い
」
と
申
し
渡
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
、
表
立
た
ず
、
密
か
に
課
諫
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。
調
諌
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
儀
式
の
挙
行
、
円
滑
な
進
行
に
支
障
が
出
る
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
、
許
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
一
月
五
日
に
浜
島
が
願
書
を
申
し
下
げ
て
い
る
の
は
、
浜
島
が
強
で
調
諌
を
要
さ
な
い
と
強
固
な
態
度
に
出
た
も
の
で
、
そ
れ
で
密
か
に
調
諌
を
許
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
あ
ら
か
じ
め
密
か
に
調
諌
を
許
す
こ
と
を
「
勘
考
」
し
て
く
れ
る
よ
う
な
大
嘗
会
伝
奏
・
奉
行
ら
の
動
き
が
あ
っ
た
の
で
、
正
式
な
願
書
を
愕
り
、
申
し
下
げ
、
調
諌
の
許
可
を
う
け
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
　
い
ず
れ
に
し
て
も
推
測
に
す
ぎ
な
い
が
、
°
一
一
月
八
日
に
は
、
大
膳
職
小
野
久
要
が
、
大
嘗
会
伝
奏
日
野
頭
弁
に
召
し
出
さ
れ
、
「
密
々
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神罎物之図（「大嘗会便蒙」より）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
颯
諌
可
致
」
仰
せ
下
さ
れ
て
い
る
。
　
「
調
諌
」
を
め
ぐ
る
一
連
の
動
向
は
、
幼
少
で
内
膳
司
奉
膳
に
任
じ
ら
れ
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
孝
明
天
皇
即
位
大
嘗
会
に
は
一
五
歳
で
あ
り
、
就
任
か
ら
十
か
月
程
の
浜
島
実
庭
が
一
人
で
、
大
き
な
儀
式
に
お
い
て
奉
膳
職
の
任
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
で
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
起
き
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
先
例
と
さ
れ
た
文
政
元
年
大
嘗
会
時
の
内
膳
司
奉
膳
清
平
は
一
六
歳
、
文
政
一
一
年
新
嘗
祭
に
は
二
五
歳
、
そ
し
て
今
回
の
実
庭
が
一
五
歳
で
あ
る
。
幼
年
、
若
年
の
者
の
就
任
し
た
職
で
あ
る
か
ら
儀
式
を
進
行
し
て
い
く
上
で
の
現
実
的
手
段
と
し
て
こ
の
「
謝
諫
」
行
為
を
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
他
の
儀
式
の
場
合
、
他
職
の
場
合
、
時
代
的
な
変
化
な
ど
か
ら
．
今
後
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。
　
第
三
の
事
象
は
、
「
吉
田
家
秘
儀
本
柏
之
事
」
の
内
膳
司
へ
の
伝
授
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
「
本
柏
之
事
」
と
は
ど
う
い
う
秘
儀
で
あ
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
い
が
、
大
嘗
会
当
日
、
一
一
月
二
一
日
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
柏
の
葉
を
一
〇
枚
ず
つ
四
組
に
結
び
、
筥
に
入
れ
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
（
5
3
）
『
大
嘗
会
便
蒙
』
に
あ
る
図
（
4
6
頁
）
の
右
上
の
机
の
右
側
の
枚
手
筥
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近世の内膳司について
内
に
柏
の
葉
の
束
ら
し
い
も
の
が
み
え
る
。
そ
れ
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
本
柏
之
事
が
準
備
の
段
階
で
話
題
に
の
ぼ
っ
て
く
る
の
は
、
一
一
月
五
日
に
大
嘗
会
伝
奏
中
山
忠
能
、
大
嘗
会
奉
行
日
野
頭
弁
か
ら
仰
せ
出
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
箇
条
の
一
つ
と
し
て
で
あ
っ
た
。
　
（
史
料
一
九
）
　
　
（
前
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
嘗
会
伝
奏
中
山
忠
能
、
大
嘗
会
　
　
尚
又
御
用
候
旨
宗
愛
同
伴
二
而
可
参
上
被
仰
下
、
則
帰
宅
高
橋
亭
右
之
趣
相
通
、
同
道
二
而
非
蔵
人
口
参
中
山
殿
、
日
野
殿
御
面
会
　
　
奉
行
日
野
頭
弁
）
　
　
被
仰
条
々
、
　
　
（
中
略
）
　
　
一
本
柏
之
事
、
此
度
宮
主
当
日
正
忌
二
付
不
参
、
錐
然
右
体
本
柏
卜
家
秘
事
之
事
故
、
他
人
二
可
秘
云
云
、
依
之
今
度
　
殿
下
♂
御
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
騒
）
　
　
　
命
二
而
内
膳
司
江
可
伝
受
、
左
候
ハ
・
内
膳
司
葉
盤
之
筥
可
相
納
旨
被
定
、
吉
田
家
其
義
ヲ
可
申
達
間
、
為
覚
悟
被
仰
下
、
　
　
（
後
略
）
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
今
回
の
大
嘗
会
で
は
吉
田
家
が
正
忌
に
あ
た
る
た
め
、
参
勤
し
な
い
け
れ
ど
も
、
本
柏
之
事
は
吉
田
家
の
秘
事
で
あ
る
か
ら
、
他
人
へ
は
秘
し
て
い
た
も
の
で
、
今
回
は
殿
下
か
ら
本
柏
の
こ
と
を
内
膳
司
に
伝
受
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
　
伝
授
は
一
一
月
一
四
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
吉
田
家
側
の
都
合
で
一
五
日
に
延
引
さ
れ
た
。
一
五
日
の
記
事
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
（
史
料
二
〇
）
　
　
伝
奏
、
奉
行
依
御
命
、
午
刻
後
着
麻
上
下
吉
田
家
参
之
処
、
侍
従
三
位
殿
面
会
、
書
付
斗
給
了
、
尤
約
状
之
請
書
可
致
旨
則
為
持
遣
了
、
　
　
　
　
　
本
柏
之
事
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依
　
御
用
　
大
祀
御
当
日
限
　
免
授
高
橋
実
庭
詑
不
可
　
有
外
見
者
也
、
　
　
嘉
永
元
年
十
一
月
十
五
日
　
神
祇
道
管
領
卜
部
朝
臣
（
花
押
）
右
之
通
中
高
壇
紙
書
記
、
同
紙
上
包
、
依
之
当
方
♂
奉
書
四
ッ
折
、
　
　
　
誓
約
之
事
　
本
柏
之
事
、
今
度
依
　
御
用
　
大
祀
御
当
日
限
御
免
授
之
旨
奉
　
畏
候
、
尤
外
見
他
見
仕
間
敷
候
、
価
　
如
件
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
膳
司
　
　
　
嘉
永
元
戊
申
年
　
　
浜
島
志
摩
守
　
　
　
　
十
一
月
十
五
日
　
　
　
吉
田
様
　
　
　
　
　
御
家
司
様
右
之
文
面
彼
方
ず
好
下
書
来
、
価
而
如
件
、
其
後
中
山
殿
日
野
殿
等
江
詣
　
　
本
柏
之
義
二
付
吉
田
家
罷
在
候
処
上
包
美
濃
、
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近世の内膳司について
　
　
　
　
依
御
用
大
祀
御
当
日
限
免
授
　
　
　
　
之
旨
書
付
被
相
渡
候
、
伍
而
此
段
　
　
　
　
御
届
申
上
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
十
一
月
十
五
日
　
　
浜
島
志
摩
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
　
　
右
之
通
以
書
付
御
届
申
了
、
是
依
殿
下
御
命
相
請
候
書
付
二
依
ナ
リ
、
　
こ
れ
か
ら
、
浜
島
は
、
麻
上
下
を
着
用
し
、
吉
田
家
か
ら
本
柏
の
秘
儀
の
伝
授
を
う
け
て
い
る
。
①
こ
の
と
き
、
中
高
壇
紙
に
記
さ
れ
、
同
紙
に
て
上
包
さ
れ
た
「
本
柏
之
事
」
と
題
す
る
当
日
限
免
許
状
を
受
け
て
い
る
。
②
浜
島
か
ら
は
、
④
吉
田
家
宛
に
奉
書
四
ツ
折
に
記
さ
れ
、
美
濃
紙
に
包
ま
れ
た
「
誓
約
之
事
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。
◎
こ
の
誓
約
の
文
面
は
吉
田
家
か
ら
の
下
書
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
③
後
に
浜
島
は
大
嘗
会
伝
奏
中
山
、
奉
行
日
野
を
訪
れ
、
本
柏
之
事
を
免
授
さ
れ
た
旨
を
報
告
し
て
い
る
。
　
実
際
の
大
嘗
会
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
二
月
二
一
日
の
日
記
記
事
を
掲
げ
て
お
く
。
　
（
史
料
一
＝
）
　
　
（
前
略
）
　
　
本
柏
之
事
　
　
　
伝
奏
中
山
殿
非
蔵
人
。
被
召
条
書
可
持
参
之
旨
六
位
ヲ
以
被
仰
下
則
塞
筥
持
参
之
処
悠
紀
・
主
基
之
分
二
包
掛
霧
　
　
　
被
溝
則
本
柏
・
改
＋
枚
ツ
・
四
結
蒸
藩
結
取
出
納
篁
基
之
分
又
同
納
て
包
紙
中
山
殿
返
上
之
事
其
後
蓋
之
筥
納
工
　
　
　
此
条
例
新
嘗
祭
宮
主
不
参
之
時
奉
行
ヨ
リ
被
渡
、
直
二
葉
盤
筥
二
納
了
、
大
嘗
井
於
今
度
伝
授
杯
被
授
如
何
以
来
於
新
嘗
伝
受
等
　
　
　
之
義
在
之
者
不
及
伝
、
御
用
差
支
二
不
相
成
候
間
、
不
受
而
可
然
事
ナ
リ
、
　
　
　
（
琶
　
　
（
後
略
）
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内
膳
司
浜
島
家
が
、
吉
田
家
の
正
忌
に
よ
る
不
参
の
た
め
に
、
本
柏
秘
儀
を
当
日
限
り
の
も
の
と
し
て
代
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
新
嘗
祭
に
宮
主
が
参
ら
な
い
時
は
、
奉
行
か
ら
本
柏
を
う
け
と
り
、
葉
盤
筥
に
直
ち
に
納
め
る
の
で
よ
く
、
今
回
や
大
嘗
会
の
と
き
に
伝
授
な
ど
が
あ
り
、
新
嘗
祭
に
お
い
て
は
伝
授
が
あ
る
こ
と
は
申
し
伝
え
ず
と
も
、
御
用
差
支
え
に
な
ら
な
い
の
で
伝
授
を
う
け
ず
に
ょ
い
こ
と
を
註
記
し
て
い
る
。
　
本
節
で
は
、
①
大
嘗
会
神
餓
に
つ
い
て
絵
図
面
を
内
膳
司
が
提
出
し
、
そ
の
準
備
に
あ
た
っ
て
い
る
様
相
。
②
「
認
諌
」
と
い
う
行
為
が
許
さ
れ
て
い
く
過
程
を
た
ど
り
、
幼
若
年
で
あ
っ
た
内
膳
司
奉
膳
が
儀
式
で
の
所
務
を
勤
め
る
た
め
に
は
、
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
測
し
た
。
③
吉
田
家
の
正
忌
に
あ
た
り
、
当
日
限
り
の
も
の
と
し
て
吉
田
家
秘
儀
「
本
柏
之
事
」
を
内
膳
司
が
伝
授
さ
れ
、
準
備
に
あ
た
っ
た
こ
と
。
以
上
の
三
つ
の
事
象
に
わ
た
っ
て
、
大
嘗
会
準
備
の
様
子
を
述
べ
て
き
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
e
神
齪
行
立
に
っ
い
て
、
⇒
米
・
粟
の
扱
い
方
、
国
他
職
と
の
関
連
、
四
内
見
、
国
習
礼
（
予
行
演
習
）
な
ど
様
々
な
具
体
的
様
相
を
追
い
か
け
る
こ
と
が
で
む
翻
。
い
ず
れ
も
、
儀
式
に
あ
た
っ
て
の
具
体
的
で
、
実
務
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
は
じ
め
て
、
儀
式
の
本
質
を
検
討
し
た
り
、
儀
式
を
行
な
う
こ
と
を
基
盤
と
し
た
朝
廷
存
続
の
歴
史
的
意
義
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
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む
す
び
に
か
え
て
　
本
稿
で
は
、
近
世
の
内
膳
司
に
つ
い
て
知
り
得
た
こ
と
と
、
孝
明
天
皇
即
位
大
嘗
会
に
お
け
る
内
膳
司
の
活
動
の
う
ち
か
ら
三
つ
の
事
象
に
わ
た
っ
て
具
体
的
様
相
を
述
べ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
お
く
。
　
①
近
世
の
内
膳
司
の
職
務
は
、
浜
島
家
文
書
の
日
記
（
安
永
～
慶
応
）
で
み
る
と
、
様
々
な
朝
廷
儀
礼
・
儀
式
の
形
式
的
食
膳
・
神
齪
を
　
　
調
製
し
、
供
進
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
（
祝
儀
・
不
祝
儀
、
恒
例
・
臨
時
な
ど
儀
礼
・
儀
式
の
種
別
は
問
わ
な
い
）
近世の内膳司について
　
②
近
世
内
膳
司
奉
膳
の
浜
島
家
は
、
血
流
上
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
古
代
の
高
橋
を
姓
と
し
て
お
り
、
浜
島
は
苗
字
で
あ
っ
た
。
　
③
安
曇
氏
と
の
関
係
は
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
孝
明
天
皇
即
位
大
嘗
会
に
お
い
て
は
、
源
氏
に
よ
る
代
参
、
限
ら
れ
た
一
場
面
で
の
　
　
参
加
と
い
う
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
「
安
曇
氏
」
が
引
か
れ
て
い
る
。
　
④
内
膳
司
と
御
厨
子
所
と
の
関
係
は
親
密
な
も
の
で
あ
っ
た
。
御
厨
子
所
の
方
が
脈
々
と
故
実
を
保
っ
て
い
た
。
　
⑤
内
膳
司
奉
膳
補
任
者
を
み
る
と
、
　
　
　
④
浜
島
家
の
内
膳
司
奉
膳
と
し
て
の
活
動
を
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
一
七
世
紀
前
半
（
寛
永
期
）
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
◎
奉
膳
の
補
任
は
八
～
九
歳
で
行
な
わ
れ
、
四
〇
歳
前
後
に
は
職
を
辞
し
て
い
る
。
　
　
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
⑥
浜
島
等
庭
の
活
動
（
類
聚
編
纂
、
日
記
の
執
筆
開
始
）
に
は
、
⑧
宮
中
官
人
の
伝
統
的
知
識
人
と
し
て
の
個
人
的
資
質
、
⑮
朝
廷
儀
式
　
　
の
復
興
・
再
興
な
ど
に
よ
る
関
心
の
た
か
ま
り
と
実
務
逐
行
の
た
め
の
故
事
の
習
熟
と
い
っ
た
時
代
的
背
景
を
想
定
で
き
る
。
　
⑦
孝
明
天
皇
即
位
大
嘗
会
の
と
き
の
内
膳
司
奉
膳
の
活
動
か
ら
、
　
　
　
＠
大
嘗
会
神
籏
に
つ
い
て
絵
図
面
を
用
い
て
の
大
嘗
会
伝
奏
等
と
交
渉
し
、
準
備
に
あ
た
っ
て
い
る
様
子
　
　
　
⑮
「
課
諌
」
行
為
、
そ
の
許
可
さ
れ
る
具
体
的
経
緯
と
、
幼
若
年
の
内
膳
司
奉
膳
で
あ
っ
た
た
め
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
　
　
　
　
と
い
う
推
測
。
　
　
　
⑥
吉
田
家
正
忌
の
た
め
の
「
本
柏
」
秘
儀
の
代
行
の
具
体
的
様
相
。
　
以
上
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
を
加
え
た
。
　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
よ
り
一
層
内
膳
司
の
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
第
一
と
し
た
い
。
そ
の
過
程
で
、
他
の
地
下
官
人
と
の
比
較
も
行
な
い
、
内
膳
司
の
独
自
性
と
他
官
職
と
の
共
通
性
と
を
探
っ
て
ゆ
き
た
い
。
朝
廷
内
部
に
存
在
の
基
盤
を
主
た
る
も
の
と
し
、
51
儀
式
、
天
皇
の
食
膳
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
職
で
あ
っ
た
内
膳
司
が
、
ど
の
よ
う
に
明
治
維
新
、
近
代
国
家
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
か
も
興
味
深
い
。
注
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
と
っ
て
の
天
皇
・
朝
廷
と
の
関
わ
り
に
視
座
を
据
え
た
研
究
の
重
要
（
1
）
　
「
朝
幕
関
係
論
文
目
録
　
第
四
版
」
に
よ
り
一
九
五
五
年
以
降
の
年
次
別
論
文
数
は
左
表
の
よ
う
に
な
る
。
七
〇
年
代
中
頃
か
ら
の
研
究
進
展
が
数
量
的
に
明
ら
か
で
あ
る
。
本
稿
の
以
下
の
研
究
視
角
の
整
理
　
で
は
、
「
天
皇
制
論
」
を
主
軸
に
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
近
世
史
の
う
え
で
天
皇
が
実
証
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
幕
藩
制
国
家
論
と
い
う
近
世
史
研
究
の
視
角
が
提
示
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
と
い
う
実
態
を
鑑
　
み
て
研
究
視
角
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
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0
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0
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　0
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10
　3
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1972
　73
　74
　75
　76
　77
　78
　79
　80
　81
　82
　83
　84
　85
　86
　87
　88
　5
　5
12
11
14
　8
12
12
17
　9
11
12
20
23
11
22
15
（
2
）
　
高
埜
利
彦
「
江
戸
幕
府
の
朝
廷
支
配
」
（
一
九
八
八
年
度
日
本
史
研
究
会
大
会
全
体
会
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
報
告
、
「
日
本
史
研
究
」
三
一
九
号
、
　
一
九
八
九
年
）
（
3
）
幕
藩
制
国
家
論
の
展
開
と
天
皇
・
朝
廷
研
究
の
伸
展
を
関
連
付
け
　
て
研
究
史
を
と
ら
え
て
い
こ
う
と
し
た
が
、
地
域
や
民
衆
、
社
会
集
団
性
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
膨
大
な
近
世
庶
民
史
料
の
う
ち
、
庶
民
と
天
皇
・
朝
廷
を
結
び
つ
け
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
史
料
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
極
め
て
低
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
そ
れ
故
に
　
興
味
を
ひ
か
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
）
そ
の
こ
と
を
思
え
ば
、
庶
民
の
営
み
の
な
か
に
ど
の
よ
う
に
天
皇
及
び
天
皇
制
を
検
証
し
て
い
っ
た
ら
　
よ
い
の
か
、
方
法
論
的
課
題
は
大
き
い
。
（
4
）
　
素
材
上
の
制
約
で
あ
り
、
内
膳
司
、
孝
明
天
皇
大
嘗
会
の
歴
史
的
価
値
を
評
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
（
5
）
　
『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
三
号
（
学
習
院
大
学
史
料
館
発
　
行
、
一
九
八
五
年
）
（
6
）
　
『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
三
号
　
斎
藤
洋
一
執
筆
分
、
「
第
　
五
回
所
蔵
史
料
展
列
品
解
説
」
な
ど
を
参
照
し
た
。
（
7
）
　
『
古
事
類
苑
』
　
官
位
部
一
（
吉
川
弘
文
館
）
（
8
）
　
『
新
訂
官
職
要
解
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
三
年
）
（
9
）
　
『
日
本
史
小
百
科
　
天
皇
』
（
児
玉
幸
多
編
、
近
藤
出
版
、
一
九
七
　
八
年
）
一
三
八
頁
～
＝
二
九
頁
（
1
0
）
　
下
橋
敬
長
　
羽
倉
敬
尚
注
『
幕
末
の
宮
廷
』
（
東
洋
文
庫
三
五
三
、
　
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
）
二
〇
五
頁
（
1
1
）
　
日
記
は
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
か
ら
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
か
52
近世の内膳司について
　
け
て
四
〇
冊
あ
る
が
、
私
的
な
日
記
で
は
な
く
、
内
膳
司
奉
膳
と
し
て
　
の
公
務
日
誌
で
あ
る
。
そ
れ
は
記
事
の
内
容
か
ら
も
、
表
紙
の
署
名
　
（
内
膳
司
・
内
膳
司
等
庭
・
長
官
清
平
・
内
膳
司
長
官
清
平
・
内
膳
司
奉
膳
実
庭
・
尚
食
奉
行
実
庭
）
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
（
1
2
）
　
『
地
下
家
伝
』
（
覆
刻
　
日
本
古
典
全
集
、
一
九
八
七
年
）
（
1
3
）
　
浜
島
家
文
書
（
1
4
）
　
本
稿
で
は
、
御
厨
子
所
預
の
高
橋
と
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
　
内
膳
司
奉
膳
高
橋
に
つ
い
て
は
す
べ
て
浜
島
の
呼
称
を
用
い
た
。
た
だ
　
し
史
料
中
に
つ
い
て
は
原
文
書
の
ま
ま
と
し
た
。
ま
た
、
「
志
摩
守
」
　
「
浜
島
」
と
い
う
語
に
は
、
朝
廷
の
御
厨
と
の
関
連
も
想
像
さ
せ
る
も
　
の
が
あ
る
が
、
検
証
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
く
。
麟　鴛
響
／
髄左
一
（
1
5
）
　
浜
島
家
文
書
＝
一
二
　
弘
化
五
年
大
嘗
会
日
記
仮
附
（
以
下
「
日
　
記
」
と
略
す
）
六
月
二
三
日
条
（
1
6
）
　
「
日
記
」
七
月
六
日
条
（
1
7
）
　
「
わ
ふ
お
し
る
つ
け
」
と
は
『
大
嘗
会
便
蒙
』
（
『
神
道
大
系
』
朝
儀
祭
祀
編
五
　
践
柞
大
嘗
祭
、
一
九
八
五
年
）
に
よ
る
と
、
上
図
の
よ
　
う
な
碗
に
入
れ
た
「
わ
か
め
」
の
汁
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
（
1
8
）
　
「
日
記
」
九
月
一
日
条
（
1
9
）
　
注
（
1
0
）
『
幕
末
の
宮
廷
』
二
〇
九
頁
（
2
0
）
　
注
（
1
2
）
『
地
下
家
伝
』
二
十
　
一
〇
五
八
頁
～
一
〇
六
六
頁
（
2
1
）
　
御
厨
子
所
預
高
橋
家
に
つ
い
て
は
『
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
魚
菜
文
庫
（
旧
称
石
泰
文
庫
）
目
録
』
（
一
九
八
五
年
）
参
照
（
2
2
）
　
「
日
記
」
九
月
一
日
条
（
2
3
）
注
（
2
1
）
『
魚
菜
文
庫
目
録
』
や
、
『
世
俗
立
要
集
厨
事
類
記
他
一
種
』
（
東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
女
性
文
化
研
究
所
叢
書
　
第
二
輯
）
、
『
料
理
文
献
解
題
』
（
川
上
行
蔵
編
、
シ
リ
ー
ズ
食
文
化
の
発
見
　
⑤
、
柴
田
書
店
、
一
九
七
八
年
）
な
ど
を
参
考
に
し
た
。
（
2
4
）
　
注
（
1
2
）
『
地
下
家
伝
』
二
十
　
一
〇
四
八
頁
～
一
〇
五
二
頁
（
2
5
）
　
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
（
姓
氏
家
系
大
辞
典
刊
行
会
　
一
九
二
六
年
）
（
2
6
）
　
浜
島
家
文
書
二
三
の
三
（
2
7
）
　
注
（
1
2
）
『
地
下
家
伝
』
二
十
　
一
〇
五
一
頁
（
2
8
）
『
尚
食
類
林
』
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
三
月
に
成
立
し
、
全
一
　
七
冊
か
ら
な
る
。
年
中
行
事
を
中
心
に
し
た
、
古
記
録
か
ら
の
抜
粋
が
　
主
た
る
内
容
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
内
膳
司
職
制
・
諸
国
か
ら
の
献
上
品
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な
ど
に
つ
い
て
の
記
事
も
み
ら
れ
る
。
（
2
9
）
　
『
解
林
類
纂
』
は
浜
島
等
庭
が
編
輯
し
、
孫
の
実
庭
が
記
し
た
巻
や
、
実
庭
の
編
輯
し
た
巻
が
あ
り
、
成
立
を
確
定
で
き
な
い
が
、
一
九
世
紀
初
め
に
は
成
立
し
、
編
纂
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
実
　
で
あ
ろ
う
。
現
在
一
七
冊
が
知
ら
れ
、
宮
中
儀
礼
に
お
け
る
食
膳
・
酒
宴
の
作
法
や
、
食
品
、
食
器
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
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41　40　39　38
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37　36　35　34　33　32　31　30
）　　　　）　　　　）　　　）　　　　）　　　）　　　　）　　　　）
注
（
2
）
高
埜
報
告
な
ど
を
参
照
。
『
孝
明
天
皇
紀
　
第
一
』
（
平
安
神
宮
発
行
、
一
九
六
七
年
）
「
日
記
」
ご
月
七
日
条
「
日
記
」
八
月
一
一
日
条
「
日
記
」
八
月
一
二
日
条
「
日
記
」
八
月
＝
二
日
条
浜
島
家
文
書
中
に
該
当
の
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
浜
島
家
文
書
一
八
が
該
当
す
る
か
。
浜
島
家
文
書
三
一
が
該
当
す
る
か
。
「
日
記
」
九
月
二
日
条
「
日
記
」
九
月
五
日
条
令
制
以
来
の
官
で
、
臣
下
の
食
膳
を
調
進
す
る
職
。
内
膳
司
と
の
職
裳
の
類
似
性
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
。
（
4
2
）
　
「
日
記
」
九
月
八
日
条
（
4
3
）
　
「
日
記
」
九
月
九
日
条
（
4
4
）
　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
小
学
館
刊
）
（
4
5
）
　
「
日
記
」
一
〇
月
三
〇
日
条
（
4
6
）
「
日
記
」
一
一
月
一
日
条
（
4
7
）
　
「
日
記
」
一
一
月
三
日
条
に
よ
る
と
三
日
に
は
御
厨
子
所
預
高
橋
宗
愛
は
出
仕
途
中
で
腹
痛
を
お
こ
し
、
出
向
い
て
い
な
い
の
で
、
四
日
　
に
「
尋
行
」
く
こ
と
に
な
っ
た
。
　　　　A
5352
）　　　）
A　　　　　　　　　　　　
51　50　49　48
）　　）　　　）　　）
「
日
記
」
「
日
記
」
「
日
記
」
「
日
記
」
「
日
記
」
注
（
1
7
）
大
嘗
会
）
　58
）
A　　A　　A　　A
57　56　55　54
）　　　）　　　）　　）
一
一
月
四
日
条
一
一
月
五
日
条
一
一
月
六
日
条
一
一
月
八
日
条
一
一
月
一
二
日
条
『
大
嘗
会
便
蒙
』
（
『
神
道
大
系
』
朝
儀
祭
祀
編
五
「
日
記
」
一
一
月
五
日
条
「
日
記
」
一
一
月
一
一
日
条
「
日
記
」
一
一
月
一
五
日
条
「
日
記
」
一
一
月
二
一
日
条
第
二
表
参
照
践
詐
（
追
記
）
本
稿
は
、
安
倍
能
成
記
念
教
育
基
金
学
術
研
究
助
成
金
（
昭
和
62
N
度
）
と
科
学
研
究
費
補
助
金
〔
奨
励
研
究
ω
「
近
世
に
お
け
る
内
膳
司
と
御
厨
子
所
」
（
昭
和
6
3
年
度
）
〕
を
う
け
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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